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７月２０日（木）  午後１時３０分 

五所川原市金木庁舎 ４階 第１会議室  

 

 

第１ 開会 

第２ 会議録署名委員の指名 

第３ 会期の決定 

第４ 前回会議録の承認（第７回臨時会） 

第５ 教育長の報告 

第６ 付議案件 

１ 議案第３２号 平成２９年度五所川原市教育委員会の教育に関する事務 

の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書について 

    ２ 議案第３３号 平成３０年度使用小学校教科用図書の採択について 
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議案第３２号 

 

 

   平成２９年度五所川原市教育委員会の教育に関する事務の管理及び執行の状況の 

点検及び評価報告書について 

 

 

 平成２９年度五所川原市教育委員会の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価報告書を別冊のとおり提出する。 

 

 

 平成２９年７月２０日提出 

 

五所川原市教育委員会教育長  長 尾 孝 紀 
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議案第３４号 

 

 

五所川原市指定文化財の指定について 

 

 

このことについて、五所川原市文化財保護審議会から次のとおり答申があったので、

五所川原市指定文化財として指定する。 

 

 

平成２９年７月２０日提出 

 

 

五所川原市教育委員会教育長  長 尾 孝 紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

五所川原市文化財保護条例第２条第１項の規定により、五所川原市指定文化財に指定

したいので、提案するものである。 
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五所川原市指定文化財の指定について（案） 

 

 

１ 飯詰獅子舞（いいづめししまい） 

 （1）種別 

    民俗（指定民俗文化財） 

 （2）保持団体の名称及び住所 

    保持団体名  飯詰獅子会 

    住   所  五所川原市大字飯詰字福泉１６６番地１ 

（コミュニティセンター飯詰内） 

 （3）文化財保護審議会の答申 

 飯詰獅子舞は、飯詰地区に伝わる民俗芸能で、鹿獅子（枝角）の一頭立ち系統

で、津軽獅子舞における田遊び系に属し、豊作を願う農民が雨乞いや日乞いのた

めに祈りを込めて踊ったとされる「さなぶり」行事の一つであり、芸能の伝承が

しっかりと地域住民に継承されていることから、市の文化財として指定すること

が適切である。 

 

 

 

２ 五月女萢遺跡（そとめやちいせき） 

（1）種別 

    史跡（指定史跡名勝天然記念物） 

 （2）所在地 

    五所川原市相内５４５番地 

 （3）所有者の名称及び住所 

    所 有 者 名  五所川原市 

    住   所  五所川原市字岩木町１２番地 

 （4）文化財保護審議会の答申 

    五月女萢遺跡は、縄文時代後期中葉（約3,500年前）から晩期中葉（約2,500

年前）まで約1,000年の長期にわたって土坑墓群が営まれるなど、当該期の祭祀

場の全容が分かる学術的にも貴重な遺跡であることが判明したことから、市の文

化財として指定することが適切である。 

 

 

 

 



（参考資料） 

五月女萢遺跡(そとめやちいせき) 

 

１．種別       史 跡 

 

２．名称及び員数   五月女萢遺跡  地籍２８，２４７㎡ 

 

３．所在地      五所川原市相内５４５ 

 

４．保持団体の名称  五所川原市 

     及び住所  五所川原市字岩木町１２番地 

 

５．由緒及び沿革 

 ａ）立地と環境 

 十三湖北岸に位置し、海岸線からわずか１㎞内陸に入った場所にあるため、遺跡周辺は

冬季による北西の季節風と同じ方向にのびる起伏の激しい縦列砂丘が発達し、厚い砂丘砂

が堆積する立地環境にある。 

 遺構や遺物は砂丘の形成休止期を示すクロスナ層中に認められ、それらは平安時代以降

に堆積した最大３ｍに及ぶ新期砂丘砂に厚く覆われていたことから、盗掘を受けながらも

遺跡の保存状態が極めて良好であった。 

  

 ｂ）遺跡発見から保存に至るまで 

 遺跡は昭和５０年（1975）の開田事業に伴って、土器や石器を含む遺物包含層が露出し

たことから周知された。その後、盗掘の横行による遺跡消滅が危惧されたため、昭和５６

年（1981）に新谷雄三氏を調査担当者に市浦村教委委員会によって、発掘調査が行われた。

その後、新たに土砂採取事業が計画され、平成１７年度に範囲確認調査を行った。 

 その後、平成２２～２４年度にかけて土砂採取工事に伴う緊急発掘を行った結果、縄文

時代晩期の多量の土器や石器を伴う捨て場から土坑墓群を検出した。土坑墓群には黄色粘

土のマウンドを伴う例が多く確認され、土坑墓群が大規模な環状に巡ることが明らかとな

ったことで、遺跡の保存運動に発展した。これを受けて五所川原市教育委員会では、開発

業者の同意を得て、平成２５年１月に保存が決定した。平成２５年度には保存目的の範囲

確認調査に切り替わり、墓域の範囲確認調査が行われた。また、平成２６～２８年度にか

けて、整理作業が進められ、平成２９年３月末に発掘調査報告書が刊行された。 

 

  



 ｃ）時期・年代 

 時期・年代は、縄文後期中葉から晩期後葉（十腰内Ⅲ・Ⅳ式～大洞Ａ式）、弥生時代、奈

良時代（８世紀）、平安時代（１０世紀前半）、中世（１２～１５世紀）の複合遺跡である

が、その多くは縄文時代晩期の亀ヶ岡文化期が中心となっている。土坑墓は縄文時代後期

後葉（約 3,500 年前）から造られ始め、晩期後葉（約 2,500 年前）までの約 1,000 年間に

わたって連綿と造られていたことが判明した。 

 

 ｄ）発見された縄文時代の遺構・遺物 

 縄文時代の遺構・遺物には、捨て場（遺物集中区）６ヶ所、土坑墓１３９基をはじめ道

路状遺構、柵木列、掘立柱建物跡、土偶や石棒など祭祀遺物を多く含む集石遺構１基など、

祭祀施設を構成するさまざまな遺構が発見され、土器約１２トン、石器約２０万点など極

めて多くの遺物が出土した。また、東北地方日本海側では数少ない貝塚や縄文人骨（７体

分）も確認され、骨角器や動物遺存体も豊富である。 

 本遺跡を最も特徴づけているのは、丘陵頂部を取り囲むように、南北４０ｍ×東西６０

ｍの範囲に環状（馬蹄形状）に分布する土坑墓群である。土坑墓の中にはマウンドや立石

を伴うものも認められ、墓域に至る参道と思われる道路状遺構１条も確認された。 

 また、台地南側緩斜面では直径５．５ｍの範囲に、拳大から人頭大の自然石や有孔礫を

含む異形礫などを多数集積した集石遺構が検出された。集石に伴って土偶片１００点が出

土したほか、土器の口縁部突起、注口土器の注口部、石棒片など男女の性を象徴する遺物

が多数出土している。性を象徴する遺物が集中する集積遺構は墓域に隣接しており、土坑

墓とセットで死と再生の場（送り場）を構成していたと考えられている。 

 このように東北地方縄文時代晩期である亀ヶ岡文化の祭祀場（送り場）の全容が分かる

学術的にも貴重な遺跡であることが判明した。 

 

６．現況 

 平成２７年度に五所川原市によって土地の買収が完了し、赤土によって遺構面を盛土し

て遺跡の保護が図られている。 

 

７．その他参考となるべき事項 

   五月女萢遺跡全体図 

  

参考文献 

五所川原市教育委員会 2014 『よみがえる縄文の美－五月女萢遺跡の世界－』特別企画

展図録  

 五所川原市教育委員会 2017 『五月女萢遺跡 （第１～３分冊）』五所川原市埋蔵文化財

調査報告書第３４集 
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答 申 

貴職から平成２９年５月１５日付け五教文ス発第６６号をもって当審議会に諮問

のありました文化財の指定について、審議した結果、下記の物件について、指定が妥

当であるとの結論を得ましたので、答申します。なお、「飯詰稲荷神社裸参り」につ

きましては、継続審議と致します。 

 

 

１ 飯詰獅子舞（いいづめししまい） 

（1）種 別     民俗（指定民俗文化財） 

（2）保持団体の名称及び住所 

   保持団体名  飯詰獅子会 

住    所    五所川原市大字飯詰字福泉１６６番地１ 

 （コミュニティセンター飯詰内） 

（3）文化財保護審議会の答申 

飯詰獅子舞は、飯詰地区に伝わる民俗芸能で、鹿獅子（枝角）の一頭立ち系統

で、津軽獅子舞における田遊び系に属し、豊作を願う農民が雨乞いや日乞いのた

めに祈りを込めて踊ったとされる「さなぶり」行事の一つであり、芸能の伝承が

しっかりと地域住民に継承されていることから、市の文化財として指定すること

が適切である。 

 

 

２ 五月女萢遺跡（そとめやちいせき） 

（1）種 別    史跡（指定史跡名勝天然記念物） 

 （2）所在地     五所川原市相内５４５番地 

 （3）所有者の名称及び住所 

    所有者名  五所川原市 

住  所   五所川原市字岩木町１２番地 

 （4）文化財保護審議会の答申 

 五月女萢遺跡は、縄文時代後期中葉（約3,500年前）から晩期中葉（約2,500年

前）まで約1,000年の長期にわたって土坑墓群が営まれるなど、当該期の祭祀場の

全容が分かる学術的にも貴重な遺跡であることが判明したことから、市の文化財

として指定することが適切である。 

 

平成２９年７月１８日 

 

五所川原市教育委員会 

 教育長 長 尾 孝 紀  様 

 

五所川原市文化財保護審議会 

 会 長 半 澤  紀 



（参考資料） 

五月女萢遺跡(そとめやちいせき) 

 

１．種別       史 跡 

 

２．名称及び員数   五月女萢遺跡  地籍２８，２４７㎡ 

 

３．所在地      五所川原市相内５４５ 

 

４．保持団体の名称  五所川原市 

     及び住所  五所川原市字岩木町１２番地 

 

５．由緒及び沿革 

 ａ）立地と環境 

 十三湖北岸に位置し、海岸線からわずか１㎞内陸に入った場所にあるため、遺跡周辺は

冬季による北西の季節風と同じ方向にのびる起伏の激しい縦列砂丘が発達し、厚い砂丘砂

が堆積する立地環境にある。 

 遺構や遺物は砂丘の形成休止期を示すクロスナ層中に認められ、それらは平安時代以降

に堆積した最大３ｍに及ぶ新期砂丘砂に厚く覆われていたことから、盗掘を受けながらも

遺跡の保存状態が極めて良好であった。 

  

 ｂ）遺跡発見から保存に至るまで 

 遺跡は昭和５０年（1975）の開田事業に伴って、土器や石器を含む遺物包含層が露出し

たことから周知された。その後、盗掘の横行による遺跡消滅が危惧されたため、昭和５６

年（1981）に新谷雄三氏を調査担当者に市浦村教委委員会によって、発掘調査が行われた。

その後、新たに土砂採取事業が計画され、平成１７年度に範囲確認調査を行った。 

 その後、平成２２～２４年度にかけて土砂採取工事に伴う緊急発掘を行った結果、縄文

時代晩期の多量の土器や石器を伴う捨て場から土坑墓群を検出した。土坑墓群には黄色粘

土のマウンドを伴う例が多く確認され、土坑墓群が大規模な環状に巡ることが明らかとな

ったことで、遺跡の保存運動に発展した。これを受けて五所川原市教育委員会では、開発

業者の同意を得て、平成２５年１月に保存が決定した。平成２５年度には保存目的の範囲

確認調査に切り替わり、墓域の範囲確認調査が行われた。また、平成２６～２８年度にか

けて、整理作業が進められ、平成２９年３月末に発掘調査報告書が刊行された。 

 

  



 ｃ）時期・年代 

 時期・年代は、縄文後期中葉から晩期後葉（十腰内Ⅲ・Ⅳ式～大洞Ａ式）、弥生時代、奈

良時代（８世紀）、平安時代（１０世紀前半）、中世（１２～１５世紀）の複合遺跡である

が、その多くは縄文時代晩期の亀ヶ岡文化期が中心となっている。土坑墓は縄文時代後期

後葉（約 3,500 年前）から造られ始め、晩期後葉（約 2,500 年前）までの約 1,000 年間に

わたって連綿と造られていたことが判明した。 

 

 ｄ）発見された縄文時代の遺構・遺物 

 縄文時代の遺構・遺物には、捨て場（遺物集中区）６ヶ所、土坑墓１３９基をはじめ道

路状遺構、柵木列、掘立柱建物跡、土偶や石棒など祭祀遺物を多く含む集石遺構１基など、

祭祀施設を構成するさまざまな遺構が発見され、土器約１２トン、石器約２０万点など極

めて多くの遺物が出土した。また、東北地方日本海側では数少ない貝塚や縄文人骨（７体

分）も確認され、骨角器や動物遺存体も豊富である。 

 本遺跡を最も特徴づけているのは、丘陵頂部を取り囲むように、南北４０ｍ×東西６０

ｍの範囲に環状（馬蹄形状）に分布する土坑墓群である。土坑墓の中にはマウンドや立石

を伴うものも認められ、墓域に至る参道と思われる道路状遺構１条も確認された。 

 また、台地南側緩斜面では直径５．５ｍの範囲に、拳大から人頭大の自然石や有孔礫を

含む異形礫などを多数集積した集石遺構が検出された。集石に伴って土偶片１００点が出

土したほか、土器の口縁部突起、注口土器の注口部、石棒片など男女の性を象徴する遺物

が多数出土している。性を象徴する遺物が集中する集積遺構は墓域に隣接しており、土坑

墓とセットで死と再生の場（送り場）を構成していたと考えられている。 

 このように東北地方縄文時代晩期である亀ヶ岡文化の祭祀場（送り場）の全容が分かる

学術的にも貴重な遺跡であることが判明した。 

 

６．現況 

 平成２７年度に五所川原市によって土地の買収が完了し、赤土によって遺構面を盛土し

て遺跡の保護が図られている。 

 

７．その他参考となるべき事項 

   五月女萢遺跡全体図 

  

参考文献 

五所川原市教育委員会 2014 『よみがえる縄文の美－五月女萢遺跡の世界－』特別企画

展図録  

 五所川原市教育委員会 2017 『五月女萢遺跡 （第１～３分冊）』五所川原市埋蔵文化財

調査報告書第３４集 



（参考資料） 

①飯詰獅子舞 

１ 名  称       飯詰獅子舞 

２ 保持団体の名称    飯詰獅子会 

及び住所   五所川原市大字飯詰字福泉１６６番地１（コミュニティセンター飯詰内） 

３  由緒及び沿革  

   飯詰獅子舞は、下町組に「飯積鹿獅子舞秘巻」の写本が伝えられている。こ

の秘巻は慶長３年（ 1598）に書かれ、明治２７年（ 1894）に書き写されたと箱

書に記されている（資料１）。慶長の原本は約 30 年前まで上町の大久保家に

あったというが、今は所在不明である。慶長の原本が事実とすると津軽の獅子

舞の再興の祖と言われている弘前の松森組より古くなり、原本が無いため明確

には言えないが、飯詰村の歴史の古さから考えると、獅子舞伝承時期も相当の

時期まで遡れる可能性が高いと言える。  

   飯詰獅子舞は津軽獅子舞にある阿闍羅山系、外ヶ浜系、田遊び系、熊野信仰

系の 4 系統の内の田遊び系であり、田作りに励む農民が雨乞い、日乞いのため

に祈りを込めて踊ったとされ、いわゆる「さなぶり」の行事として津軽地方に

広く伝わっており、市内では浅井、漆川の獅子舞と同系統である（木村弦三  

1974『北方芸能誌』より引用）。  

   飯詰の獅子舞は鹿獅子で一頭立、三頭獅子、オガシコ一人、笛二人、太鼓二

人、手平鉦三人の組で踊る。飯詰には上町、下町の二組があり、各組には大人

組、子ども組があり、獅子舞を大人から子どもに伝えるように伝承している

（詳細は別紙の飯詰獅子会会員名簿 (資料 2)とおり）。形態は獅子頭をかぶった

雄獅子・雌獅子・中獅子が笛、太鼓、手平鉦の囃子にのって踊り、これに道化

役のオカシコ（可笑児）がひょっとこなどの面に陣羽織といった出で立ちで、

手に鉦を打ち鳴らし、こっけいな踊りで獅子を挑発する。  

   ※獅子舞の沿革は別紙飯詰獅子会の経歴 (資料３ )参照  

 

４  現況  

   踊りの種類としては、正月元旦の祝い

として津軽鉄道五所川原駅での踊りから、

田植え時（さなぶり）の虫送りの先頭で

の踊り、猿賀神社の大祭で奉納される山

踊り（資料４）の他に新築時のお祝いと

して行われる辻踊り、門褒め、館褒め、

庭褒めの踊りを要望があれば実施してい

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津軽鉄道五所川原駅での獅子舞 

虫送りでの獅子舞 猿賀神社の大祭での獅子舞 



５  用具の大要  

１．獅子頭   

明治年間から大正時代に作成されたと云

われている乾湿一部寄せ板造のもので、戦

後多くの鹿系獅子が熊系へと変化している

中、飯詰の獅子頭は、頭が小振りで本州鹿

を思わせるような斑点があり、枝角も含め

て写実的に表現されていることから、編成

当初からの形態を保持しているものと考え

られる（資料５）。大きさは雄獅子の面で

横幅が 20cm、高さが角まで 34cm を測る。  

獅子の区別は頭頂磐の形で分類され、日形が中獅子、月形が雄獅子、星形が雌

獅子を表している。  

角は中獅子、雄獅子が枝角を有し、雌獅子は短角で枝角を有しない。  

  材質はトリコシバで３年がかりで探して作ったといわれている。  

   立髪（ケラ）は、十三地区で採取された海草を利用している。  

 ２．獅子衣装  

 （１）幕  

   獅子の衣装である幕には悪魔祓いと称

して、一般に世の中で一番恐ろしいもの、

一番綺麗なもの、一番怖いものを表現す

るといわれており、飯詰獅子舞の幕には

白地あるいは紺地に、海の波の恐ろしさ

を表す波状文、花の綺麗さを表す牡丹、

鳥の羽を開いた時の優雅さと怖さを表す

鳳凰が示されている。大きさは前側が長

さ 100cm、後側が 130cm、最大幅が 212cm

を測る。  

 （２）袴  

   赤色の股引状のものである。  

 ３．オカシコ  

   面は猩猩系であり、大きさは巾 11.2cm、

長さ 17cm を測る。衣装は面に豆絞りのて

ぬぐいを頬被りし、手には手おう、腕には

腕貫をはめて、金地、銀地の半纏を着用す

る。袴は獅子と同様に赤色の股引状のもの

を着用する。  

４．笛  

笛は七孔・唄用篠笛の八本調子を使用し、長さ

は 1尺 6寸程である。 

 ５．鉦 

   手平鉦と言い、昔は鉄で作っており、鳴きはあまり響きが無く、ガチャガチャと硬い音が出る

楽器です。 

   昭和初期までは、鉄鉦であったが、紛失してしまい、昭和 19年頃から鳴きの良い真鍮製の鉦

が使用されるようになった。 

 ６．太鼓 

   かつぎ桶胴太鼓であり、大きさは長さ 70cm、直径 54.5cm を測る。  

 



６  申請の事由  

  現在飯詰獅子会では役員 4 名を含む会員３６名による活動を実施し、年齢的に

見ると上は 50 代から下は 10 代までと幅広い年齢層で活動を実施している。現状、

継承活動は順調に行っているが、今後飯詰獅子舞の文化財的価値を高めることに

より、指導・育成にも熱が入り、将来にわたって貴重な文化財を残していきたい

と考えているため。  

 

７  その他参考となる資料  

  資料１ 飯積鹿獅子舞秘巻（太田文雄  (1984)「飯詰の獅子舞」『北奥文化』第 5

号より抜粋）  

資料２ 飯詰獅子会規約・飯詰獅子会 会員名簿 

資料３ 飯詰獅子会の経歴 

  資料４ 飯詰獅子舞（山踊り）の内容 

  資料５ 髙橋勝良 2016 『飯詰組の獅子調査について』 
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             資料２ 

飯 詰 獅 子 会 規 約 

    第 1 章 総則 

第 1 条 本規約は上町獅子会（今健一、中村信行、岩田輝行、各氏）下町獅子（上見敏明、

奈良請樹、其田明人、柳原昭良、伊藤鉄三郎、鳴海博樹、鳴海義一）各氏と獅子

会のメンバ－の了解を得て両会が合併した飯詰獅子会の規約を定めたものである 

    第 2 章 名称と目的 

第 2 条 本会は「飯詰獅子会」と称する 

第 3 条 本会は飯詰の獅子舞を保存し進歩発展を助長すると共に敬神崇祖精神を基盤とす     

る民衆芸術として育成指導するを以ってを目的とする 

第 3 章 本会の所在地 

第４条 本会の所在地は五所川原市大字飯詰字福泉 166-1 コミュニテイセンタ－飯詰 

     内に置く 

第４章 会員及び役員 

第５条 会員は獅子舞に興味又は会の主旨に賛同する人々をもって組織する 

第６条 会には次の役員をおくことができ選出は互選による 

会長  1 名   副会長   2 名   

会計  1 名   事務担当  1 名     

第 5 章 事業 

第７条 本会の目的を達成せんが為に次の事業を行う 

（1）猿賀神社大祭で行われる県下獅子舞大会に出場 

     （2）子供達及び獅子舞の技量を維持する為の講習会 

     （3）正月に飯詰内の家々を回っての舞い 

     （4）正月に津軽飯詰駅でのスト－ブ列車の迎え舞い 

     （5）その他獅子舞を保存する為の獅子舞い 

    第 6 章  会計 

第８条 会の運営は事業収入、寄付をもって行う 

第９条 会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終了する 

第 7 章 会議 

第１０条  総会は年一回４月に行う各企画会議は必要と認めたときに行う 

第 8 章 その他 

第 11 条 本規約の改廃は総会の議決による 

         付則 

本規約は平成２８年４月１日より施行する 

 



飯詰獅子舞の内容 

①参進の踊り

獅子踊りの基本である斜行と三角形の位置

を正確に保ち踊る。 

②庭踊り

踊る場所の最初の踊り

③追い込みの踊り

獅子らが安住の新借地を求めるためにオカ

シコに誘導されながら、山に追い込まれる旅

立ちと偵察の踊り 

（資料４） 

④瀬踏みの踊り

安住の地を求め山に行く途中、川があり浅

瀬を選んで渡り、あたりを雄獅子が何か危険

なものがいないかと偵察する状況を表現する

踊り 

⑤橋渡り

ムシロを橋に見立てて踊り、橋の渡り始め

などにも踊られる。橋が安全化どうか足で踏

みながら渡る動作を繰り返して表現する踊り 



⑥山掛けの踊り

獅子の中で最も勇敢な雄獅子が、一本山か

ら三本山まで丹念に偵察して安住の地として

見極める踊り。 

⑦歓喜の踊り（オカシコ）

安住の地としてオカシコが注連縄を解いた

後、何も危険が無いので、オカシコが先頭に

ユーモラスに踊る。

⑦歓喜の踊り（獅子）

山の神の恵みと御加護に感謝し、三本山を

抜き、礼拝しながら池の邪気を払う踊り。 

⑧雌獅子争いの踊り

安住の地を得て豊かな生活が始まるが、一

匹の雌獅子をめぐり、二匹の雄獅子の争いを

表現する踊り。 

⑨和楽の踊り

雌獅子争いをした雄獅子達が、オカシコの

仲裁により和解し、オカシコを先頭に踊る。 

⑩御暇乞いの踊り

和解の踊りを踊っている所へ、里よりも帰

る時間が来たので、帰ろうと繰り返しながら、

早めで、断続的な音楽で踊る。 
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Ⅰ区

Ⅱ区

土坑墓Ⅰ群
（環状に分布する
土坑墓群）

破線は推定部分

Ⅲ区

Ⅳ区

Ⅴ区

掘立柱建物跡1

掘立柱建物跡２

捨て場遺構４

捨て場遺構３

捨て場遺構５

SX01
集石遺構

柵木列跡

柵木列跡

畝状遺構（平安時代の畑跡）

0 10ｍ

土坑墓群

土坑墓群

土坑墓群

◎五月女萢遺跡　全体平面図と主な遺構配置

写真 1　平安時代の畑跡

写真 5　土坑墓群の検出

写真 2　土坑墓 ・ベンガラ検出

写真 10　マウンド状に残る土坑墓群

写真 3　集石遺構

写真 4　土坑墓 ・埋葬人骨出土

写真 14　６本柱の掘立柱建物跡
写真 11　土坑墓 ・頭骨出土

写真 9　土坑墓 ・人骨出土

写真 7　捨て場 ・貝塚

写真 8　土坑墓 ・人骨出土

◎写真 12　道路跡

写真 6　土坑墓 ・埋葬人骨出土

写真 13　捨て場底面で検出された柵木列跡
（※色枠の範囲は平成 25 年度の調査区を示す。


